
特　徴 

使用 に際 し て、 この 説明文 書を 必ず 読む こと 。 また 、 必要 な時 に読 める よう 大切 に保 管す るこ と。 

水虫・たむし治療 薬 医薬品 

本製品内容に ついての お問い合 わせは 、お買い求め の 
お店、または下記にお願い申しあげます 。 
武田薬品工業株式会社 
ヘルスケアカンパニー「お客様相談室 」 
〒103-8668 東京都中央区日本橋二丁目12番10号 
電話 （03） 3278－ 2430
受付時間：9：00～17：00（土、日、祝日を除く ） 
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包　装 15mL

＜用法・用量に関連する注意＞ 
（1） 患部やその周囲が汚れたまま使用しないこと 。 
（2） 目に入らないように注意すること。万一、目に入った場合 

には 、す ぐに水またはぬる ま湯で洗 い、 直ちに眼科医の診療 
を受けること 。 

（3） 小児に使用させる場合に は、 保護者の指導監督のもとに使用 
させること 。 

（4） 外用にのみ使用すること 。 
（5） 用法・用量を厳守すること 。 

（1） 直射日光の当 たら ない涼し い所に密栓 して 
保管すること 。 

（2） 小児の手の届かない所に保管すること 。 
（3） 他の容器に入れ替えない こと （ 誤用の原因 

になったり品質が変わる ） 。 
（4） 火気に近づけないこと 。 
（5） 火の中に入れないこと 。 
（6） 使用済みの容器は火中に投じないこと 。 
（7） 本剤のついた手で、目や粘膜に触れないこと 。 
（8） 使用期限を過ぎた製品は使用しない こと 。ま た、 一度開封 した 

後は使用期限内 であ って も 品質保持の点 から なる べく すみ やか 
に使用すること 。 

（9） 合成樹 脂 （スチロール等 ） を軟化 した り、 塗料を溶かし たりする 
ことがあるので、床や家具等につかないようにすること 。 

含　量 成　　　　分 は　た　ら　き 
10㎎ 塩酸ブテナフィン 白癬菌の殺菌に 
30㎎ クロタミトン 

患部のかゆみに 
5㎎ グリチルレチン酸 
10㎎ l ー メントール 患部のかゆみ・痛みに 
0.5㎎ 塩化ベンザルコニウム 患部の殺菌・消毒に 

成　分 

保管および取扱い上の注意 

1mL中 

添加物： ジイソプロパノールアミン、ミリスチン酸イソプロピ 
ル、プロピレングリコール、ラウリン酸マクロゴール 、 
エタノール 

＜成分に関連する注意＞ 
塗布時にしみることがある 。 

みずむし・たむし治療に際しての注意 
● 患部は常に清潔にしてください 。 
● 白癬菌などのみずむ し・ たむしの原因菌 は、 じめじめし た環境 
を好み ます 。 汗をかいたあとや入浴後に は、 患部を十分に乾 か 
してください 。 

● みずむしは、かゆみなどの症状がなくな って も、 白癬菌の一部 
が生きてい るこ とが多 く、 治療を中止 して しまう と再発の原因 
となります。症状がなくなったあとも、1ヵ月間は根気よく 
治療を続けてください 。 

● 塩酸ブテナフィンが、角質層によく浸 
透してとどまり、よく効きます 。 

● かゆみ・痛みをクロタミトン、l－ メン 
トール、グリチルレチン酸が一時的に 
抑えます 。 

● 患部を消毒・清潔にする塩化ベンザル 
コニウムを配合しています 。 

● 乾きやすく、サラッとした使用感の無 
色～微黄色の澄明な液剤です 。 
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容器を上 
に向けて 
開けてく 
ださ い。 

患部にノズ 
ルの先 端を 
押しあてて 
薬液を塗布 
してくださ 
い。  

使用 後は上下  
の　を 合わせ  　  
て閉 めて くだ  
さい。  

〒 540-8645 大阪市中央区道修町四丁目 1番 1号 

製造販売元　 

（守 らな いと 現在の症状が悪化 した り、 副作用が 起こ りや すく なる ） 
1.次の人は使用しないこと 
本剤による過敏症 状 （発 疹・発 赤、 かゆ み、 浮腫等 ） を起こ した 
ことがある人 。 

2.次の部位には使用しないこと 
（1） 目や目の周 囲、 粘膜 （例えば 、口 腔、 鼻腔 、膣 等） 、陰 のう 、 

外陰部等 。 
（2） 湿疹 。 
（3） 湿潤、ただれ、亀裂や外傷のひどい患部 。 

1.次の人は使用前に医師または薬剤師に相談すること 
（1） 医師の治療を受けている人 。 
（2） 妊婦または妊娠していると思われる人 。 
（3） 乳幼児 。 
（4） 本人または家族がアレルギー体質の人 。 
（5） 薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人 。 
（6） 患部が顔面の人、広範囲の人、または、いんきんたむし 

等で内股に塗布する人 。 
（7） 患部が化膿している人 。 
（8） 「湿疹」 か 「 みずむ し、 いんきんたむ し、 ぜにたむし 」 かが 

はっきりしない人 。 
陰のうにかゆ み・ ただれ等の症状がある場合 は、 湿疹 
等他の原因による場合が多い 。 

2.次の場合は 、直 ち に使用 を中 止し 、 こ の文書を 持っ て医師 
または薬剤師に相談すること 
（1） 使用後、次の症状があらわれた場合 

（2） 2週間位使用しても症状がよくならない場合、または 、 
本剤の使用により症状が悪化した場合 

使用上の注意 

相談すること 

症　　　　　　　状 関係部位 
発 疹・ 発赤、 かゆみ、 かぶれ、 はれ、 刺激感、 落屑、 
ただれ、水疱、亀裂、持続するほてり （熱感） 皮　ふ 

してはいけないこと 

みずむし、いんきんたむし、ぜにたむし 
効　能 

1日1回、適量を患部に塗布すること 。 
用法・用量 


